月周回衛星「かぐや」の旅：衛星設計から探査までの道のり by 笠原 禎也
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日 時：平成２０年１１月１日（土）午後２時～３時 30 分 
場 所：金沢大学サテライト・プラザ 講義室 
 
演題：「月周回衛星「かぐや」の旅 ～衛星設計から探査までの道のり～」 




































































































































































































































































算が付いたころの計画としては，打ち上げが 2003 年で，軟着陸が 2004 年ということでし
たから，結局４年近く計画が遅れて実現したということになっています。 
 では，もともとの計画が今の衛星の計画になったのはなぜかというお話なのですが，2007

































 最終的に「かぐや」の開発は，正式には 1999 年から始まり，2007 年打ち上げで今年 2008
年までという 10 年間計画になっています。ただ，実はそれまでの 1995 年からの歴史とい



























































































































































































































































































































































 これが 2014 年打ち上げということで，現在「かぐや」と同様の苦労を今まさに一生懸命
やっています。これから徐々に，打ち上げに向けて機器開発を進めていきます。ＭＭＯの











 こちらの方は 2017 年頃ということで，このＳＣＯＰＥ計画というのは日本の計画で，こ
れにヨーロッパも加わってクロススケール(XSCALE)という名前が付いています。これは，
































（質問者２） 月面を見ると放射状にクレーターが散っているのですが，あれは何ですか。  
 
（笠原） 私もあまり詳しくはないのですが，クレーターができるということは隕石が飛
んできて，それでぽこっと穴が開くわけです。基本的にああいうものができるときに，よ
くミルクに石ころをぽとんと落とすと王冠状のものができるじゃないですか。あれに近い
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イメージです。要するに，飛び散ったものが周りに散らばって，ああいう放射状になると
いうようなものです。 
 
（質問者３） 「かぐや」とは関係ないのですが，ＩＳＳのほかに肉眼で見える周回衛星
はあるのですか。 
 
（笠原） ＩＳＳというのは宇宙ステーションですよね。あれが多分，一番大きいもので
見えやすいです。ものにもよると思いますが，軌道が分かれば見えるものは幾つかあると
思います。 
 
（質問者４） 「かぐや」自体は月に落として終わりと言っていたのですが，分離した子
衛星はどうなるのですか。 
 
（笠原） 分離した子衛星もいずれは落下します。月の重力には勝てないので，最後には
落ちてしまうということですね。 
 
（質問者５） 打ち上げ時は何Ｇくらいかかっているのですか。 
 
（笠原） 正確には覚えてないのですが，４～５Ｇだったような気がします。もう少しあ
ったかもしれません。 
 （注：後日再調査したところ，設計上は２０Ｇに耐える仕様（内部搭載の機器はもっと
低いですが共通基準での値）とされていました。訂正します。参考までにスペースシャト
ルが３Ｇ，アポロで６Ｇくらいだったようです。） 
 
（質問者６） 「かぐや」の目的として，将来の月面探査のための調査ということがあっ
たと思います。人が本当に月に住むということはすごく夢のある話だと思うのですが，こ
の実現可能性と課題があったら。 
 
（笠原） 多分，一番の問題は水の確保です。永久影というものがクレーターのところに
あるのですが，そういうところは１年間太陽の光が当たらないので，氷が残っているかも
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しれないとか，あるいは，月の地表面より下に氷が残っているかもしれないので，その辺
の氷をどう確保するかとか。かぐやでやっている観測の中でも氷があるかないかとかいう
調査が含まれます。あとは，やはり放射線でしょう。地球と違って放射線がばんばん降っ
てきますので，そこがかなり厳しいかもしれません。 
 
（司会） 太陽の光は地球と同じくらい届いていますので，水があれば，あと生き物がい
れば酸素は出ますし。ただ，大気をとどめておく重力がないのです。大気がないから，そ
れで宇宙線もたくさん届きます。 
 
（質問者７） データを取るときに時間がかかり，必要なデータだけを選別して送ってく
るという話があったのですが，写真で地球以外の星が見えていないのは，データを取って
いるのですか。 
 
（笠原） 画像で星が見えていないのは，本当に見えないのです。結局，カメラの露光の
問題だと思うのですが，やはり圧倒的に星などが暗いので映らないだけだと思います。私
も聞いたところ，ＮＨＫさんもどれくらいの露出時間で撮影するかなどいろいろ検討しな
がらやっておられるようです。月面から太陽光が反射して，月面がものすごくまぶしいと
か，地球の明るさはどれくらいかとか，いろいろ悩みながら決めることがあるようですね。 
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